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(57)【要約】
【課題】カテゴリが異なるデータであっても特定のデー
タを容易に管理することができるデータ管理装置等を提
供する。
【解決手段】あるカテゴリに属するデータのタイトル情
報３６を配列したものであってカテゴリを切り換え可能
なタイトルリスト３５と、このタイトルリスト３５から
タイトル情報３６を仮置き可能な仮置きエリア３３と、
を含む管理画面３１を作成し、作成した管理画面３１を
表示し、タイトルリスト３５から仮置きエリア３３へ、
または仮置きエリア３３からタイトルリスト３５へのタ
イトル情報３６の移動またはコピーの操作が行われたと
きには、この操作に応じてタイトル情報３６により示さ
れるデータを管理するようにしたデータ管理装置等。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものであって、他の
一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものに切り換え可能な
タイトルリストと、このタイトルリストに対比可能に配置され、該タイトルリストから１
つ以上のタイトル情報を仮置き可能であり、上記タイトルリストのカテゴリの切り換えに
関わらず仮置きされているタイトル情報を常に参照可能な仮置きエリアと、を含む画面で
あって、データを管理するための管理画面を作成する画面作成部と、
　表示を行うための表示部と、
　上記画面作成部により作成された管理画面を上記表示部に表示するように制御する表示
制御部と、
　上記表示部に表示されている管理画面において、該タイトルリストと上記仮置きエリア
との間における上記タイトル情報の操作を少なくとも行い得る操作部と、
　を具備し、
　上記タイトル情報への操作に応じて、該タイトル情報により示されるデータを管理する
ものであることを特徴とするデータ管理装置。
【請求項２】
　上記タイトルリストは、上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報の当該タイ
トルリストへの操作を、該タイトル情報により示されるデータのカテゴリと当該タイトル
リストに配列されているタイトル情報により示されるデータのカテゴリとが一致するか否
かに関わらず、許容するように構成されたものであることを特徴とする請求項１に記載の
データ管理装置。
【請求項３】
　上記タイトルリストに配列するタイトル情報により示されるデータのカテゴリは、画像
のカテゴリと音楽のカテゴリとインターネットのカテゴリとの内の少なくとも１つを含む
ものであることを特徴とする請求項１に記載のデータ管理装置。
【請求項４】
　上記画面作成部は、上記データが画像データであるときには、上記タイトル情報に該画
像データのサムネイル画像を含ませるように管理画面を作成するものであることを特徴と
する請求項１に記載のデータ管理装置。
【請求項５】
　上記操作部は、上記タイトルリストのカテゴリの切り換え操作をさらに行い得るように
構成されたものであることを特徴とする請求項１に記載のデータ管理装置。
【請求項６】
　上記画面作成部は、上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報により示される
データの処理を選択するための処理選択領域をさらに含ませるように上記管理画面を作成
するものであり、
　上記操作部は、上記表示部に表示されている管理画面の処理選択領域において、データ
の処理を選択する操作をさらに行い得るものであり、
　上記データの処理を選択する操作に応じて、上記仮置きエリアに仮置きされているタイ
トル情報により示されるデータの内の、当該選択された処理の対象となり得るデータにつ
いてのみ、該選択された処理を行う処理制御部をさらに具備したことを特徴とする請求項
１に記載のデータ管理装置。
【請求項７】
　上記処理選択領域により選択可能な処理は、音楽再生処理を含むことを特徴とする請求
項６に記載のデータ管理装置。
【請求項８】
　上記処理選択領域により選択可能な処理は、印刷処理を含むことを特徴とする請求項６
に記載のデータ管理装置。
【請求項９】
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　上記処理選択領域により選択可能な処理は、リミックス処理を含むことを特徴とする請
求項６に記載のデータ管理装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９までの何れか一項に記載のデータ管理装置を具備したことを特徴
とするカメラ。
【請求項１１】
　コンピュータに、
　一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものであって、他の
一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものに切り換え可能な
タイトルリストと、このタイトルリストに対比可能に配置され、該タイトルリストから１
つ以上のタイトル情報を仮置き可能であり、上記タイトルリストのカテゴリの切り換えに
関わらず仮置きされているタイトル情報を常に参照可能な仮置きエリアと、を含む画面で
あって、データを管理するための管理画面を作成させ、
　作成された管理画面を表示させ、
　表示されている管理画面において、上記タイトルリストと上記仮置きエリアとの間にお
ける上記タイトル情報の操作が行われたときには、該操作に応じて、該タイトル情報によ
り示されるデータを管理させる、
　ためのデータ管理プログラム。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものであって、他の
一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものに切り換え可能な
タイトルリストと、このタイトルリストに対比可能に配置され、該タイトルリストから１
つ以上のタイトル情報を仮置き可能であり、上記タイトルリストのカテゴリの切り換えに
関わらず仮置きされているタイトル情報を常に参照可能な仮置きエリアと、上記仮置きエ
リアに仮置きされているタイトル情報により示されるデータの処理を選択するための処理
選択領域と、を含む画面であって、データを管理するための管理画面を作成させ、
　作成された管理画面を表示させ、
　表示されている管理画面において、上記タイトルリストと上記仮置きエリアとの間にお
ける上記タイトル情報の操作が行われたときには、該操作に応じて、該タイトル情報によ
り示されるデータを管理させ、
　表示されている管理画面の処理選択領域において、データの処理を選択する操作が行わ
れたときには、該操作に応じて、上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報によ
り示されるデータの内の、当該選択された処理の対象となり得るデータについてのみ、該
選択された処理を行わせる、
　ためのデータ管理プログラム。
【請求項１３】
　一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものであって、他の
一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものに切り換え可能な
タイトルリストと、このタイトルリストに対比可能に配置され、該タイトルリストから１
つ以上のタイトル情報を仮置き可能であり、上記タイトルリストのカテゴリの切り換えに
関わらず仮置きされているタイトル情報を常に参照可能な仮置きエリアと、を含む画面で
あって、データを管理するための管理画面を作成し、
　作成された管理画面を表示し、
　表示されている管理画面において、上記タイトルリストと上記仮置きエリアとの間にお
ける上記タイトル情報の操作が行われたときには、該操作に応じて、該タイトル情報によ
り示されるデータを管理する、
　ことを特徴とするデータ管理方法。
【請求項１４】
　一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものであって、他の
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一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものに切り換え可能な
タイトルリストと、このタイトルリストに対比可能に配置され、該タイトルリストから１
つ以上のタイトル情報を仮置き可能であり、上記タイトルリストのカテゴリの切り換えに
関わらず仮置きされているタイトル情報を常に参照可能な仮置きエリアと、上記仮置きエ
リアに仮置きされているタイトル情報により示されるデータの処理を選択するための処理
選択領域と、を含む画面であって、データを管理するための管理画面を作成し、
　作成された管理画面を表示し、
　表示されている管理画面において、上記タイトルリストと上記仮置きエリアとの間にお
ける上記タイトル情報の操作が行われたときには、該操作に応じて、該タイトル情報によ
り示されるデータを管理し、
　表示されている管理画面の処理選択領域において、データの処理を選択する操作が行わ
れたときには、該操作に応じて、上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報によ
り示されるデータの内の、当該選択された処理の対象となり得るデータについてのみ、該
選択された処理を行う、
　ことを特徴とするデータ管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タイトル情報により示されるデータを管理するためのデータ管理装置、カメ
ラ、データ管理プログラム、データ管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タイトル情報を表示して、このタイトル情報により内容を示されるデータを管理したり
検索したりする装置においては、取り扱う対象となるデータの数が多くなると、表示を工
夫する必要が生じる。
【０００３】
　例えば、データが画像データである場合には、タイトル情報としてサムネイル画像を用
い、このサムネイル画像を表示してデータの管理を行うことが多い。サムネイル画像をタ
イトル情報として用いると、文字を配列しただけのファイル名をタイトル情報として用い
るのに比べて、画像としてのデータ内容を極めて容易に確認することができるようになる
ためである。そして、サムネイル画像は、画像の検索に用いられるだけでなく、各種の処
理を確認するためにも広く用いられている。
【０００４】
　このようなサムネイル画像に関する提案は、数多くなされているが、例えば特開２００
４－２５５７４０号公報には、撮影日付が共通する画像群をサムネイル一覧にして表示す
る技術や、プリント指示された画像群をサムネイル一覧にして表示する技術などが記載さ
れている。
【０００５】
　また、例えば特開２００６－１５７８２５号公報には、画面を複数の領域に区分して、
区分された領域の何れかにサムネイル状の撮影画像を表示するとともに、区分された領域
の他の何れかにこのサムネイル状の撮影画像よりも大きなサイズの印刷候補画像を並列的
に表示し、多数の画像の中から印刷対象とする画像を容易に選択することができるように
した表示技術が記載されている。
【０００６】
　さらに、例えば特開２００５－１５１１１５号公報には、サムネイル画像を一覧表示す
るとともに、このサムネイル画像の一覧表示の下側に、表示サイズの小さい印刷用アイコ
ンと消去用アイコンとを表示して、処理したいサムネイル画像と、このサムネイル画像に
対する処理内容を示すアイコンと、を指定することにより、指定された画像に指定された
処理を実行するようにした画像選択装置が記載されている。
【特許文献１】特開２００４－２５５７４０号公報
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【特許文献２】特開２００６－１５７８２５号公報
【特許文献３】特開２００５－１５１１１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述したように、画像を選択したり、選択した画像の処理内容を選択したりする際に、
サムネイル画像を利用するようにしたユーザインタフェースは種々のものが提案されてい
る。しかし、これら従来のユーザインタフェースは、改善の余地がないほどに十分に使い
易く工夫されているとはいえない。
【０００８】
　例えば、上述したような特開２００５－１５１１１５号公報に記載された画像選択装置
は、複数の画像ファイルをまとめて例えば消去する際に便利である。しかしながら、該公
報に記載の技術では、選択指示した後の画像を簡単に確認することができないという課題
が残っている。
【０００９】
　また、異なるカテゴリのデータを混在して扱うような装置においては、データを効率良
く管理することができるユーザインタフェースの開発が特に望まれている。例えば、従来
は、取り扱うデータの種類が画像データのみであったカメラやその他の機器において、近
年では、音楽データやテキストデータなども混在して取り扱うことができるようになって
きている。このような装置において、例えば画像と、この画像とは異なるカテゴリの例え
ば音楽と、を別々に管理するのは、管理が煩わしくなるために、画像であっても音楽であ
っても、同様の画面により同様の操作性で管理できることが望まれている。
【００１０】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、カテゴリが異なるデータであっても特
定のデータを容易に管理することができるデータ管理装置、カメラ、データ管理プログラ
ム、データ管理方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するために、第１の発明によるデータ管理装置は、一のカテゴリに属
するデータの内容を示すタイトル情報を配列したものであって他の一のカテゴリに属する
データの内容を示すタイトル情報を配列したものに切り換え可能なタイトルリストと、こ
のタイトルリストに対比可能に配置され該タイトルリストから１つ以上のタイトル情報を
仮置き可能であり上記タイトルリストのカテゴリの切り換えに関わらず仮置きされている
タイトル情報を常に参照可能な仮置きエリアと、を含む画面であって、データを管理する
ための管理画面を作成する画面作成部と、表示を行うための表示部と、上記画面作成部に
より作成された管理画面を上記表示部に表示するように制御する表示制御部と、上記表示
部に表示されている管理画面において該タイトルリストと上記仮置きエリアとの間におけ
る上記タイトル情報の操作を少なくとも行い得る操作部と、を具備し、上記タイトル情報
への操作に応じて該タイトル情報により示されるデータを管理するものである。
【００１２】
　また、第２の発明によるデータ管理装置は、上記第１の発明によるデータ管理装置にお
いて、上記タイトルリストが、上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報の当該
タイトルリストへの操作を、該タイトル情報により示されるデータのカテゴリと当該タイ
トルリストに配列されているタイトル情報により示されるデータのカテゴリとが一致する
か否かに関わらず、許容するように構成されたものである。
【００１３】
　さらに、第３の発明によるデータ管理装置は、上記第１の発明によるデータ管理装置に
おいて、上記タイトルリストに配列するタイトル情報により示されるデータのカテゴリが
、画像のカテゴリと音楽のカテゴリとインターネットのカテゴリとの内の少なくとも１つ
を含むものである。
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【００１４】
　第４の発明によるデータ管理装置は、上記第１の発明によるデータ管理装置において、
上記画面作成部が、上記データが画像データであるときには、上記タイトル情報に該画像
データのサムネイル画像を含ませるように管理画面を作成するものである。
【００１５】
　第５の発明によるデータ管理装置は、上記第１の発明によるデータ管理装置において、
上記操作部が、上記タイトルリストのカテゴリの切り換え操作をさらに行い得るように構
成されたものである。
【００１６】
　第６の発明によるデータ管理装置は、上記第１の発明によるデータ管理装置において、
上記画面作成部が、上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報により示されるデ
ータの処理を選択するための処理選択領域をさらに含ませるように上記管理画面を作成す
るものであり、上記操作部は、上記表示部に表示されている管理画面の処理選択領域にお
いてデータの処理を選択する操作をさらに行い得るものであり、上記データの処理を選択
する操作に応じて上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報により示されるデー
タの内の当該選択された処理の対象となり得るデータについてのみ該選択された処理を行
う処理制御部をさらに具備したものである。
【００１７】
　第７の発明によるデータ管理装置は、上記第６の発明によるデータ管理装置において、
上記処理選択領域により選択可能な処理が、音楽再生処理を含む。
【００１８】
　第８の発明によるデータ管理装置は、上記第６の発明によるデータ管理装置において、
上記処理選択領域により選択可能な処理が、印刷処理を含む。
【００１９】
　第９の発明によるデータ管理装置は、上記第６の発明によるデータ管理装置において、
上記処理選択領域により選択可能な処理が、リミックス処理を含む。
【００２０】
　第１０の発明によるカメラは、上記第１から第９までの何れか一の発明によるデータ管
理装置を具備したものである。
【００２１】
　第１１の発明によるデータ管理プログラムは、コンピュータに、一のカテゴリに属する
データの内容を示すタイトル情報を配列したものであって他の一のカテゴリに属するデー
タの内容を示すタイトル情報を配列したものに切り換え可能なタイトルリストと、このタ
イトルリストに対比可能に配置され該タイトルリストから１つ以上のタイトル情報を仮置
き可能であり上記タイトルリストのカテゴリの切り換えに関わらず仮置きされているタイ
トル情報を常に参照可能な仮置きエリアと、を含む画面であって、データを管理するため
の管理画面を作成させ、作成された管理画面を表示させ、表示されている管理画面におい
て上記タイトルリストと上記仮置きエリアとの間における上記タイトル情報の操作が行わ
れたときには該操作に応じて該タイトル情報により示されるデータを管理させるためのプ
ログラムである。
【００２２】
　第１２の発明によるデータ管理プログラムは、コンピュータに、一のカテゴリに属する
データの内容を示すタイトル情報を配列したものであって他の一のカテゴリに属するデー
タの内容を示すタイトル情報を配列したものに切り換え可能なタイトルリストと、このタ
イトルリストに対比可能に配置され該タイトルリストから１つ以上のタイトル情報を仮置
き可能であり上記タイトルリストのカテゴリの切り換えに関わらず仮置きされているタイ
トル情報を常に参照可能な仮置きエリアと、上記仮置きエリアに仮置きされているタイト
ル情報により示されるデータの処理を選択するための処理選択領域と、を含む画面であっ
て、データを管理するための管理画面を作成させ、作成された管理画面を表示させ、表示
されている管理画面において上記タイトルリストと上記仮置きエリアとの間における上記
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タイトル情報の操作が行われたときには該操作に応じて該タイトル情報により示されるデ
ータを管理させ、表示されている管理画面の処理選択領域においてデータの処理を選択す
る操作が行われたときには該操作に応じて上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル
情報により示されるデータの内の当該選択された処理の対象となり得るデータについての
み該選択された処理を行わせるためのプログラムである。
【００２３】
　第１３の発明によるデータ管理方法は、一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイ
トル情報を配列したものであって他の一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル
情報を配列したものに切り換え可能なタイトルリストと、このタイトルリストに対比可能
に配置され該タイトルリストから１つ以上のタイトル情報を仮置き可能であり上記タイト
ルリストのカテゴリの切り換えに関わらず仮置きされているタイトル情報を常に参照可能
な仮置きエリアと、を含む画面であって、データを管理するための管理画面を作成し、作
成された管理画面を表示し、表示されている管理画面において上記タイトルリストと上記
仮置きエリアとの間における上記タイトル情報の操作が行われたときには該操作に応じて
、該タイトル情報により示されるデータを管理する方法である。
【００２４】
　第１４の発明によるデータ管理方法は、一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイ
トル情報を配列したものであって他の一のカテゴリに属するデータの内容を示すタイトル
情報を配列したものに切り換え可能なタイトルリストと、このタイトルリストに対比可能
に配置され該タイトルリストから１つ以上のタイトル情報を仮置き可能であり上記タイト
ルリストのカテゴリの切り換えに関わらず仮置きされているタイトル情報を常に参照可能
な仮置きエリアと、上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報により示されるデ
ータの処理を選択するための処理選択領域と、を含む画面であって、データを管理するた
めの管理画面を作成し、作成された管理画面を表示し、表示されている管理画面において
上記タイトルリストと上記仮置きエリアとの間における上記タイトル情報の操作が行われ
たときには該操作に応じて該タイトル情報により示されるデータを管理し、表示されてい
る管理画面の処理選択領域においてデータの処理を選択する操作が行われたときには該操
作に応じて上記仮置きエリアに仮置きされているタイトル情報により示されるデータの内
の当該選択された処理の対象となり得るデータについてのみ該選択された処理を行う方法
である。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明のデータ管理装置、カメラ、データ管理プログラム、データ管理方法によれば、
カテゴリが異なるデータであっても特定のデータを容易に管理することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２７】
［実施形態１］
　図１から図１７は本発明の実施形態１を示したものであり、図１はデータ管理装置の構
成を示すブロック図である。
【００２８】
　このデータ管理装置１は、図１に示すように、制御部２と、表示部３と、操作部４と、
一時記憶部５と、ＲＯＭ６と、保存用記録部７と、画像処理部８と、画面作成部９と、音
声処理部１０と、通信部１５と、インタフェース（Ｉ／Ｆ）１６と、を有して構成されて
いる。
【００２９】
　制御部２は、このデータ管理装置１を統括的に制御するための制御部であり、表示に係
る制御を行うための表示制御部２ａと、データの処理に係る制御を行うための処理制御部
２ｂと、を有して構成されている。
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【００３０】
　表示部３は、上述した表示制御部２ａの制御に基づいて、後述する管理画面を表示する
ためのものである。
【００３１】
　操作部４は、このデータ管理装置１に対する入力を行うためのものである。
【００３２】
　一時記憶部５は、制御部２により作業用メモリとして用いられる揮発性の記憶部であっ
て、例えばＲＡＭにより構成されている。
【００３３】
　ＲＯＭ６は、制御部２により実行される制御プログラム（データ管理プログラムを含む
）や、このデータ管理装置１に用いられる各種のデータ等を記憶する不揮発性の記憶部で
ある。
【００３４】
　保存用記録部７は、例えばハードディスクやその他の不揮発性記録媒体として構成され
たものであり、各種のカテゴリのデータ、例えば画像、音楽、テキストなどの各カテゴリ
のデータが記憶されている。
【００３５】
　画像処理部８は、保存用記録部７に記憶されている画像データやその他の例えば外部か
ら読み込んだ画像データ等に、各種の画像処理を行うためのものである。この画像処理部
８は、画像データがサムネイル画像を含んでいない場合には、サムネイル画像を作成する
処理も行う。
【００３６】
　画面作成部９は、データの管理（例えば、データの編集や処理）に用いられる管理画面
を作成するものである。この管理画面は、後述するように、データの内容を示すタイトル
情報を配列したタイトルリスト３５（図２等参照）と、タイトル情報を仮置きするための
仮置きエリア３３（図２等参照）と、を含む画面となっている。そして、画面作成部９は
、データが画像データである場合には、該画像データのヘッダ等に含まれるサムネイル画
像、あるいは該画像データから画像処理部８により作成されたサムネイル画像をタイトル
情報として用いるようになっている。
【００３７】
　音声処理部１０は、上記管理画面において音楽データが選択され音楽再生処理の実行が
指示された際に、該音楽データを再生するための音声信号を生成し、外部装置であるスピ
ーカ２０へ出力するものである。
【００３８】
　通信部１５は、このデータ管理装置１が外部装置と通信する際の処理を行うためのもの
である。
【００３９】
　インタフェース（Ｉ／Ｆ）１６は、通信部１５が外部装置と通信する際の各種の接続端
子等を含んで構成されるものである。
【００４０】
　この図１に示す例においては、インタフェース１６には、プリンタ２１が接続されると
ともに、ネットワーク２２が接続されている。従って、インタフェース１６は、この例に
おいては、プリンタ２１を接続するための例えばＵＳＢインタフェースや、ネットワーク
２２を接続するためのネットワークインタフェースを含んで構成されている。なお、この
データ管理装置１は、ネットワーク２２を介して、プロバイダ２３と接続することができ
るようになっており、いわゆるインターネットへの接続を行うことが可能である。
【００４１】
　図２から図８はデータ管理装置が編集モードに設定されているときの管理画面の様子を
示している。ここに、図２は編集モードの音楽モードにあるデータ管理装置において曲の
タイトル情報を仮置きエリアにコピーするときの管理画面の様子を示す図、図３は編集モ
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ードの音楽モードにあるデータ管理装置において曲のタイトル情報を仮置きエリアにコピ
ーした後の管理画面の様子を示す図、図４は編集モードの音楽モードにあるデータ管理装
置においてタイトルリストをスクロールした後の管理画面の様子を示す図、図５は編集モ
ードの写真モードにあるデータ管理装置において写真のタイトル情報を仮置きエリアにコ
ピーするときの様子を示す図、図６は編集モードのウェブモードにあるデータ管理装置に
おいてアドレス、画像、およびテキストの各タイトル情報を仮置きエリアにコピーすると
きの様子を示す図、図７は編集モードの音楽モードにあるデータ管理装置において仮置き
エリアから画像のタイトル情報をタイトルリストへ移動するときの管理画面の様子を示す
図、図８は編集モードの写真モードにあるデータ管理装置において仮置きエリアから画像
のタイトル情報および写真のタイトル情報をタイトルリストへ移動するときの管理画面の
様子を示す図である。
【００４２】
　ここに、編集モードとは、あるカテゴリのデータの内容を示すタイトル情報を、一時的
に仮置きしたり、あるいは他のカテゴリへ移動またはコピーする処理等を行うモードであ
る。なお、「編集」は「管理」の一部である。この編集モードについて、以下に説明する
。
【００４３】
　図２等に示すように、管理画面３１には、一覧エリア３２と仮置きエリア３３とが、対
比可能となるように配置されている。ここに、対比可能とは、一覧エリア３２と仮置きエ
リア３３とを同時に観察することができ、かつ、一方から他方へのタイトル情報の操作が
可能であるような状態のことを指している。
【００４４】
　一覧エリア３２には、モードボタン３４と、タイトルリスト３５と、が表示されるよう
になっている。
【００４５】
　モードボタン３４は、この図２等に示す例においては、タイトルリスト３５に、音楽に
係るカテゴリのタイトル情報を表示するための音楽モードボタン３４ａと、写真に係るカ
テゴリのタイトル情報を表示するための写真モードボタン３４ｂと、ネットワーク２２や
プロバイダ２３を介して接続されるインターネット上のホームページ等を表示するための
ウェブボタン３４ｃと、が操作可能に表示されている。
【００４６】
　そして、タイトルリスト３５には、上述したモードボタン３４により選択された一のカ
テゴリに属するデータの内容を示すタイトル情報が、配列して表示されるようになってい
る。このタイトルリスト３５の例えば左側にはスクロールアイコン３７が表示されていて
、このスクロールアイコン３７を操作することにより、表示するタイトル情報を上または
下へスクロールすることができるようになっている。また、このタイトルリスト３５に表
示するタイトル情報のカテゴリは、上述したように、モードボタン３４を操作することに
より、一のカテゴリから他の一のカテゴリへ切り換えることができるようになっている。
なお、このタイトルリスト３５は、後述するように、タイトル情報を、さらにサブカテゴ
リに分類して配置することができるようになっている。
【００４７】
　また、仮置きエリア３３は、タイトルリスト３５に表示されている複数のタイトル情報
の内の、一以上の所望のタイトル情報を仮置きするためのエリアである。この仮置きエリ
ア３３は、タイトルリスト３５のカテゴリの切り換えに関わらず、仮置きされているタイ
トル情報を常に参照することができるように構成されている。また、タイトルリスト３５
から仮置きエリア３３への操作は、コピー、移動の何れでも可能であるが、ここではコピ
ーであるものとして説明する。同様に、仮置きエリア３３からタイトルリスト３５への操
作も、コピー、移動の何れでも可能であるが、ここでは移動であるものとして説明する。
【００４８】
　まず、図２に示す例は、音楽モードボタン３４ａが操作されて、タイトルリスト３５に
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曲の内容を示すタイトル情報３６（具体的には、「曲１」～「曲５」のタイトル情報３６
）が表示されているときの例となっている。なお、この例においては、「曲１」～「曲５
」の各タイトル情報３６が、それぞれ独立したサブカテゴリとして分類されて、タイトル
リスト３５に表示されている。
【００４９】
　このような状態において、例えば「曲３」のタイトル情報３６をタイトルリスト３５か
ら仮置きエリア３３へドラッグアンドドロップすると、「曲３」のタイトル情報３６が仮
置きエリア３３にコピーされ表示される。
【００５０】
　従って、ドラッグアンドドロップ操作を行った後には、図３に示すように、「曲３」の
タイトル情報３６は、タイトルリスト３５と仮置きエリア３３との両方に存在している。
【００５１】
　また、選択したカテゴリのタイトル情報３６が、タイトルリスト３５に一度に表示しき
れない数だけ存在する場合には、スクロールアイコン３７を用いて該タイトルリスト３５
をスクロールし、他のタイトル情報３６を表示させることができるようになっている。図
４は、タイトルリスト３５を１画面分スクロールした後の状態を示しており、具体的には
、「曲６」～「曲１０」のタイトル情報３６が表示されている。
【００５２】
　次に、図５に示す例は、写真モードボタン３４ｂが操作されて、タイトルリスト３５に
写真の内容を示すタイトル情報３６（具体的には、「写真１」～「写真５」のタイトル情
報３６）が表示されているときの例となっている。ここに、データが写真データである場
合には、タイトル情報３６として、上述したようにサムネイル情報が用いられるようにな
っている。なお、写真データの内容を示すタイトル情報３６としては、サムネイル情報を
用いるのに加えて、さらにファイル名や撮影日時等の情報を用いるようにしても構わない
。
【００５３】
　このタイトルリスト３５には、サブカテゴリの区分を示すサブカテゴリ区分線３５ａが
引かれており、各サブカテゴリ毎に写真が分類されて表示されている。
【００５４】
　そして、この図５に示す例においては、「写真２」のタイトル情報３６が、タイトルリ
スト３５から仮置きエリア３３へドラッグアンドドロップされている。これにより、「写
真２」のタイトル情報３６が仮置きエリア３３にコピーされ表示される。
【００５５】
　続いて、図６に示す例は、ウェブボタン３４ｃが操作されて、タイトルリスト３５にイ
ンターネット上のホームページがいわゆるウェブブラウザの表示画面として表示されてい
るときの例となっている。この図６に示す例においては、ブラウザ画面には、ホームペー
ジの「アドレス」と、「画像１」と、「画像２」と、「テキスト１」と、「テキスト２」
と、がタイトル情報３６として表示されている。
【００５６】
　なお、デジタルカメラ等で撮影されたものについては図５に示したように「写真」と述
べ、この図６に示すホームページに表示されているものは「画像」と述べて区別している
が、何れも画像データであるという点においては同様である。
【００５７】
　そして、ここでは、「アドレス」と「画像２」と「テキスト１」とが、タイトルリスト
３５から仮置きエリア３３へドラッグアンドドロップされている。これにより、「アドレ
ス」と「画像２」と「テキスト１」とのタイトル情報３６が仮置きエリア３３にコピーさ
れ表示される。
【００５８】
　次に、図７に示す例は、仮置きエリア３３が図６に示すような状態になった後に、今度
は音楽モードボタン３４ａを操作してこのデータ管理装置１を音楽モードに設定し、「画
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像２」のタイトル情報３６を仮置きエリア３３からタイトルリスト３５の「曲２」のサブ
カテゴリ内へドラッグアンドドロップして移動したときの様子を示している。上述したよ
うに、仮置きエリア３３からタイトルリスト３５へのタイトル情報３６の操作は、本実施
形態においては「移動」の操作となるように設定しているために、この操作を行った後は
、仮置きエリア３３内には「画像２」のタイトル情報３６は存在しなくなる。
【００５９】
　また、図８に示す例は、仮置きエリア３３が図６に示すような状態になった後に、今度
は写真モードボタン３４ｂを操作してこのデータ管理装置１を写真モードに設定し、「画
像２」のタイトル情報３６を仮置きエリア３３からタイトルリスト３５の「写真１」およ
び「写真２」のサブカテゴリ内へドラッグアンドドロップして移動するとともに、写真「
２」のタイトル情報３６を仮置きエリア３３からタイトルリスト３５の「写真５」のサブ
カテゴリ内へドラッグアンドドロップして移動したときの様子を示している。
【００６０】
　このような操作を行った後には、「写真２」のタイトル情報３６が、タイトルリスト３
５内の異なるサブカテゴリに２つ存在していることになる。
【００６１】
　次に、図９から図１５はデータ管理装置が処理モードに設定されているときの管理画面
の様子を示している。ここに、図９は処理モードの音楽モードにあるデータ管理装置にお
いて曲のタイトル情報を仮置きエリアにコピーするときの管理画面の様子を示す図、図１
０は処理モードの写真モードにあるデータ管理装置において写真のタイトル情報を仮置き
エリアにコピーするときの管理画面の様子を示す図、図１１は処理モードのウェブモード
にあるデータ管理装置においてアドレス、画像、テキストの各タイトル情報を仮置きエリ
アにコピーするときの管理画面の様子を示す図、図１２は処理モードにあるデータ管理装
置において仮置きエリアの処理選択領域でプリントアウトの処理をチェックしたときの様
子を示す図、図１３は処理モードにあるデータ管理装置において仮置きエリアの処理選択
領域で再生の処理をチェックしたときの様子を示す図、図１４は処理モードにあるデータ
管理装置において仮置きエリアの処理選択領域でリミックスの処理をチェックしたときの
管理画面の様子を示す図、図１５は処理モードにあるデータ管理装置において仮置きエリ
アの処理選択領域でリミックスの処理をチェックしさらにテンプレートを選択したときの
管理画面の様子を示す図である。
【００６２】
　ここに、処理モードとは、仮置きエリアに仮置きしたタイトル情報により示されるデー
タに、処理を行うモードである。なお、「処理」は「管理」の一部である。この処理モー
ドについて、以下に説明する。
【００６３】
　このデータ管理装置１が処理モードに設定されると、仮置きエリア３３内の例えば上部
には、処理選択領域３８が表示されるようになっている。この処理選択領域３８は、仮置
きエリア３３内に仮置きされたタイトル情報３６により示されるデータに、どのような処
理を行うかを選択するための領域となっている。ここに、本実施形態においては、処理選
択領域３８内に、再生処理を選択するための再生チェックボックスと、プリントアウトの
処理を選択するためのプリントアウトチェックボックスと、リミックスの処理を選択する
ためのリミックスチェックボックスと、が表示される。ここに、「リミックス」とは、選
択された音楽と画像とを同期して再生させる処理をいう。なお、ここでは仮置きエリア３
３内に処理選択領域３８を設けているが、これに限るものではない。
【００６４】
　図９は、この処理モードにおいて、音楽モードボタン３４ａを操作してこのデータ管理
装置１を音楽モードに設定し、上述した図２と同様に、「曲３」のタイトル情報３６をタ
イトルリスト３５から仮置きエリア３３へドラッグアンドドロップしてコピーしたときの
様子を示している。
【００６５】
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　次に、図１０は、図９の操作を行った後に、さらに写真モードボタン３４ｂを操作して
、タイトルリスト３５に写真の内容を示すタイトル情報３６を表示し、上述した図５と同
様に、「写真２」のタイトル情報３６を、タイトルリスト３５から仮置きエリア３３へド
ラッグアンドドロップしてコピーしたときの様子を示している。
【００６６】
　続いて、図１１は、図１０の操作を行った後に、ウェブボタン３４ｃを操作して、タイ
トルリスト３５にインターネット上のホームページを表示し、上述した図６と同様に、「
アドレス」と「画像２」と「テキスト１」とを、タイトルリスト３５から仮置きエリア３
３へドラッグアンドドロップしてコピーしたときの様子を示している。
【００６７】
　これら図９から図１１に示したように、処理モードにおいても、上述した編集モードと
同様に、タイトルリスト３５から仮置きエリア３３へのタイトル情報３６の操作を行うこ
とができるようになっている。
【００６８】
　図１２は、仮置きエリア３３が図１１に示すような状態になった後に、処理選択領域３
８のプリントアウトチェックボックスをチェックしたときの様子を示している。このとき
には、仮置きエリア３３に仮置きされているタイトル情報３６が示すデータの内の、プリ
ントアウトの対象となり得るデータである「写真２」のデータと「画像２」のデータとが
自動的に処理対象として選択され、ハイライト表示３６ａ等が行われ、処理制御部２ｂの
制御に基づいて、通信部１５およびインタフェース１６を介してプリンタ２１へのプリン
トが行われるようになっている。
【００６９】
　図１３は、仮置きエリア３３が図１１に示すような状態になった後に、処理選択領域３
８の再生チェックボックスをチェックしたときの様子を示している。このときには、仮置
きエリア３３に仮置きされているタイトル情報３６が示すデータの内の、再生の対象とな
り得るデータである「曲３」のデータが自動的に処理対象として選択され、ハイライト表
示３６ａ等が行われ、処理制御部２ｂの制御に基づいて、音声処理部１０を介してスピー
カ２０による「曲３」の音楽再生が行われる。
【００７０】
　図１４は、仮置きエリア３３が図１１に示すような状態になった後に、処理選択領域３
８のリミックスチェックボックスをチェックしたときの様子を示している。このときには
、仮置きエリア３３に仮置きされているタイトル情報３６が示すデータの内の、リミック
スの対象となり得るデータである「曲３」のデータと「写真２」および「画像２」のデー
タとが自動的に処理対象として選択され、処理制御部２ｂの制御に基づいて、音声処理部
１０を介してスピーカ２０による「曲３」の音楽再生が行われるとともに、処理制御部２
ｂからの指令を受けた表示制御部２ａの制御に基づいて、表示部３による「写真２」およ
び「画像２」の所定時間間隔の表示が行われる。従って、操作者は、このときには写真や
画像を鑑賞しながら音楽を楽しむことが可能となる。
【００７１】
　なお、この図１４に示す例においては、リミックスの処理対象として自動的に選択され
たタイトル情報３６はハイライト表示等されていないが、ハイライト表示等するようにし
てももちろん構わない。
【００７２】
　図１５は、図１４に示したように処理選択領域３８のリミックスチェックボックスをチ
ェックし、さらにテンプレートを選択したときの様子を示している。
【００７３】
　ここに、テンプレートとは、一の画像の表示から他の画像の表示に切り替わるときの切
り替わり方を、例えば画像が左から右にスライドしていくようにしたり、あるいは画像が
フェードインして現れフェードアウトして消えていくようにしたりする等の表示態様のパ
ターンが予め適宜に組み合わせて設定されたものである。そして、こうしたテンプレート
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が予め複数種類用意されてＲＯＭ６に記憶されている。
【００７４】
　リミックス時にテンプレートを手動選択する処理が設定されている場合には、リミック
スチェックボックスをチェックすると、この図１５に示すようなテンプレート選択用ボッ
クス３９が自動的に表示されるようになっている。そして、この例では、テンプレート選
択用ボックス３９に表示されているテンプレート１～５の内の、テンプレート２のチェッ
クボックスにチェックが入った状態となっている。こうして、チェックを入れた後に、操
作部４の図示しない実行ボタン等を操作することにより、所定のテンプレートによるリミ
ックス再生が行われるようになっている。
【００７５】
　また、リミックス時にテンプレートを自動選択する処理が設定されている場合、あるい
はテンプレートを使用しない設定がなされている場合には、このテンプレート選択用ボッ
クス３９は表示されない。
【００７６】
　なお、上述した図９から図１５に示したような処理モードにおいて、仮置きエリア３３
に仮置きされているタイトル情報３６を一切選択することなく処理選択領域３８の何れか
のチェックボックスをチェックした場合には、チェックされた処理の対象となり得るタイ
トル情報３６に対応するデータが自動的に全て選択されて、処理されるようになっている
。
【００７７】
　これに対して、仮置きエリア３３に仮置きされているタイトル情報３６の内の所望のタ
イトル情報３６を選択してから、該選択したタイトル情報３６の処理を行い得るチェック
ボックスを処理選択領域３８においてチェックした場合には、該選択されたタイトル情報
３６に対応するデータのみが処理されるようになっている。
【００７８】
　次に、図１６は、データ管理装置１における編集モードの処理を示すフローチャートで
ある。
【００７９】
　この処理を開始すると、制御部２が、このデータ管理装置１が編集モードに設定されて
いるか否かを判定する（ステップＳ１）。
【００８０】
　ここで、編集モードに設定されていないと判定された場合には、他のモードの処理を実
行してから（ステップＳ２）、所定時間間隔でステップＳ１の処理に戻り、編集モードに
設定されているか否かを判定する。
【００８１】
　また、ステップＳ１において、編集モードに設定されていると判定された場合には、制
御部２の制御に基づき、画面作成部９が図２等に示したような管理画面３１を作成して、
表示制御部２ａの制御に基づき、表示部３が表示する（ステップＳ３）。
【００８２】
　その後、モードボタン３４の操作により、タイトルリスト３５に表示するタイトル情報
のカテゴリが選択されたか否かを判定する（ステップＳ４）。
【００８３】
　ここで、何れかのモードボタン３４が操作されることにより、何れかのカテゴリが選択
されたと判定された場合には、画面作成部９が、この選択されたカテゴリのタイトル情報
を配列したタイトルリスト３５を作成し、表示制御部２ａの制御に基づき、表示部３が作
成されたタイトルリスト３５を管理画面３１内に表示する（ステップＳ５）。
【００８４】
　なお、ステップＳ４においてカテゴリが選択されていないと判定された場合であって、
このデータ管理装置１の処理が開始された直後等の、タイトルリスト３５がまだ表示され
ていないときには、予め定められた所定のタイトルリスト３５を自動的に表示するように
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しても構わない。
【００８５】
　こうして、ステップＳ５の処理が終了するか、または上述したステップＳ４においてカ
テゴリが選択されていないと判定された場合には、タイトル情報３６をドラッグアンドド
ロップ等することにより、該タイトル情報３６の移動（またはコピー）が指示されたか否
かを判定する（ステップＳ６）。
【００８６】
　ここで、タイトル情報３６の移動（またはコピー）が指示されたと判定された場合には
、画面作成部９が選択されたタイトル情報３６を指示内容に応じて移動（またはコピー）
した画面を作成し、表示制御部２ａの制御に基づき表示部３が表示する（ステップＳ７）
。
【００８７】
　このステップＳ７の処理が終了するか、上述したステップＳ６においてタイトル情報３
６の移動（またはコピー）が指示されていないと判定された場合には、スクロールアイコ
ン３７が操作されることによりタイトル情報３６をスクロールしてタイトルリスト３５を
切り換える指示がなされたか否かを判定する（ステップＳ８）。
【００８８】
　ここで、タイトルリスト３５を切り換える指示がなされたと判定された場合には、画面
作成部９がタイトル情報３６をスクロールしてタイトルリスト３５を切り換えた画面を作
成し、表示制御部２ａの制御に基づき表示部３が表示する（ステップＳ９）。
【００８９】
　このステップＳ９の処理が終了するか、上述したステップＳ８においてタイトルリスト
３５を切り換える指示がなされていないと判定された場合には、この一連の処理を終了す
る指示が操作部４からなされたか否かを制御部２が判定し（ステップＳ１０）、終了指示
がなされていないと判定された場合にはステップＳ１へ戻って上述したような処理を繰り
返して行う。
【００９０】
　一方、ステップＳ１０において、終了指示がなされたと判定された場合には、この処理
を終了する。
【００９１】
　次に、図１７は、データ管理装置１における処理モードの処理を示すフローチャートで
ある。
【００９２】
　この処理を開始すると、制御部２が、このデータ管理装置１が処理モードに設定されて
いるか否かを判定する（ステップＳ２１）。
【００９３】
　ここで、処理モードに設定されていないと判定された場合には、他のモードの処理を実
行してから（ステップＳ２２）、所定時間間隔でステップＳ２１の処理に戻り、処理モー
ドに設定されているか否かを判定する。
【００９４】
　また、ステップＳ２１において、処理モードに設定されていると判定された場合には、
制御部２の制御に基づき、画面作成部９が図９等に示したような管理画面３１を作成して
、表示制御部２ａの制御に基づき、表示部３が表示する（ステップＳ２３）。
【００９５】
　その後、モードボタン３４の操作により、タイトルリスト３５に表示するタイトル情報
のカテゴリが選択されたか否かを判定する（ステップＳ２４）。
【００９６】
　ここで、何れかのモードボタン３４が操作されることにより、何れかのカテゴリが選択
されたと判定された場合には、画面作成部９が、この選択されたカテゴリのタイトル情報
を配列したタイトルリスト３５を作成し、表示制御部２ａの制御に基づき、表示部３が作
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成されたタイトルリスト３５を管理画面３１内に表示する（ステップＳ２５）。
【００９７】
　なお、ステップＳ２４においてカテゴリが選択されていないと判定された場合であって
、このデータ管理装置１の処理が開始された直後等の、タイトルリスト３５がまだ表示さ
れていないときには、予め定められた所定のタイトルリスト３５を自動的に表示するよう
にしても構わないのは上述と同様である。
【００９８】
　こうして、ステップＳ２５の処理が終了するか、上述したステップＳ２４においてカテ
ゴリが選択されていないと判定された場合には、タイトル情報３６をドラッグアンドドロ
ップ等することにより、該タイトル情報３６の移動（またはコピー）が指示されたか否か
を判定する（ステップＳ２６）。
【００９９】
　ここで、タイトル情報３６の移動（またはコピー）が指示されたと判定された場合には
、画面作成部９が選択されたタイトル情報３６を指示内容に応じて移動（またはコピー）
した画面を作成し、表示制御部２ａの制御に基づき表示部３が表示する（ステップＳ２７
）。
【０１００】
　このステップＳ２７の処理が終了するか、上述したステップＳ２６においてタイトル情
報３６の移動（またはコピー）が指示されていないと判定された場合には、スクロールア
イコン３７が操作されることによりタイトル情報３６をスクロールしてタイトルリスト３
５を切り換える指示がなされたか否かを判定する（ステップＳ２８）。
【０１０１】
　ここで、タイトルリスト３５を切り換える指示がなされたと判定された場合には、画面
作成部９がタイトル情報３６をスクロールしてタイトルリスト３５を切り換えた画面を作
成し、表示制御部２ａの制御に基づき表示部３が表示する（ステップＳ２９）。
【０１０２】
　このステップＳ２９の処理が終了するか、上述したステップＳ２８においてタイトルリ
スト３５を切り換える指示がなされていないと判定された場合には、処理選択領域３８の
何れかのチェックボックスにチェックがされて処理の指示が行われたか否かを判定する（
ステップＳ３０）。
【０１０３】
　ここで、処理の指示が行われたと判定された場合には、プリントアウトチェックボック
スにチェックがされたか否か、つまりプリント指示が行われたか否かを判定する（ステッ
プＳ３１）。
【０１０４】
　ここで、プリント指示が行われたと判定された場合には、プリントアウトの処理の対象
となるタイトル情報３６が選択されていないか、つまり全画像の自動的な指定が選択され
たか否かを判定する（ステップＳ３２）。
【０１０５】
　ここで、仮置きエリア３３における何れのタイトル情報３６も選択されることなく、プ
リントアウトチェックボックスへのチェックが行われたと判定された場合には、画像デー
タのカテゴリに属する全てのデータを対象として、処理制御部２ｂの制御に基づき、プリ
ンタ２１による全画像の印刷が行われる（ステップＳ３３）。
【０１０６】
　また、仮置きエリア３３において、何れかの画像データに係るタイトル情報３６が選択
された後に、プリントアウトチェックボックスへのチェックが行われたと判定された場合
には、該選択されたタイトル情報３６により示される画像データのみが、処理制御部２ｂ
の制御に基づき、プリンタ２１により印刷される（ステップＳ３４）。
【０１０７】
　一方、ステップＳ３１において、プリント指示が行われていないと判定された場合には
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、再生チェックボックスにチェックがされたか否か、つまり再生指示が行われたか否かを
判定する（ステップＳ３５）。
【０１０８】
　ここで、再生指示が行われたと判定された場合には、音楽のカテゴリに属する全てのデ
ータを対象として、処理制御部２ｂの制御に基づき、スピーカ２０による音楽再生が行わ
れる（ステップＳ３６）。なお、ここでは、全ての音楽データが自動的に再生されるよう
にしたが、上述したように、音楽データを示すタイトル情報３６が選択された後に再生チ
ェックボックスがチェックされた場合には、選択された音楽データのみが再生されるよう
にしても構わない。
【０１０９】
　また、ステップＳ３５において、再生指示が行われていないと判定された場合には、リ
ミックスチェックボックスにチェックがされて、つまりリミックス指示が行われたという
ことになるために、テンプレート選択用ボックス３９を表示する設定が行われているか否
かを判定する（ステップＳ３７）。
【０１１０】
　ここで、テンプレート選択用ボックス３９を表示する設定が行われている場合には、画
面作成部９が該テンプレート選択用ボックス３９を作成して、表示制御部２ａの制御に基
づき表示部３が表示する（ステップＳ３８）。そして、テンプレート選択用ボックス３９
によるテンプレートの選択が行われたところで、次の処理に進む。
【０１１１】
　このステップＳ３８の処理が終了するか、または、ステップＳ３７においてテンプレー
ト選択用ボックス３９を表示する設定が行われていないと判定された場合には、音楽のカ
テゴリに属する全てのデータを対象として、処理制御部２ｂの制御に基づき、スピーカ２
０による音楽再生を行うとともに、処理制御部２ｂからの指令を受けた表示制御部２ａの
制御に基づいて、表示部３による画像データのカテゴリにする全てのデータを対象として
所定時間間隔の表示を行い、いわゆるリミックスを行う（ステップＳ３９）。なお、この
リミックスの処理においても、選択された音楽データのみを再生し、あるいは選択された
画像データのみを表示するようにしても構わない。
【０１１２】
　上述したステップＳ３３、ステップＳ３４、ステップＳ３６、またはステップＳ３９の
処理が行われたら、その後は上述したステップＳ２１へ戻って、上述したような処理を行
う。
【０１１３】
　一方、ステップＳ３０において、処理の指示が行われていないと判定された場合には、
この一連の処理を終了する指示が操作部４からなされたか否かを制御部２が判定し（ステ
ップＳ４０）、終了指示がなされていないと判定された場合にはステップＳ２１へ戻って
上述したような処理を繰り返して行う。
【０１１４】
　一方、ステップＳ４０において、終了指示がなされたと判定された場合には、この処理
を終了する。
【０１１５】
　なお、上述では、処理選択領域３８において選択可能な処理として、再生、プリントア
ウト、リミックスを例に挙げたら、もちろんこれらに限定されるものではなく、消去、転
送など、各種の処理を選択可能とすることができる。例えば、アドレスであれば、ブラウ
ザによるアクセス処理を選択可能とすることなどが考えられる。
【０１１６】
　また、上述では、画像として静止画像を例に挙げているが、もちろん、動画像であって
も編集や処理といった管理の対象とすることができる。このときには、処理として、動画
像を画像再生する処理などが考えられる。
【０１１７】
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　さらに、上述では、カテゴリとして、音楽と画像とインターネットとを例に挙げている
が、もちろんこれらに限るものではなく、例えば、データが作成された日付をカテゴリと
しても良いし、あるいは保存用記録部７に作成されているフォルダをカテゴリとしても構
わない。このように、カテゴリとしては、データを分類可能な種々の属性を用いることが
できる。
【０１１８】
　そして、カテゴリは、互いに排他的である必要はない。つまり、例えば、音楽と静止画
像とは排他的なカテゴリである（つまり、音楽でありかつ静止画像であるようなデータは
存在しない）が、インターネットには画像データや音楽データが含まれることがあるため
に、音楽とインターネット、あるいは画像とインターネットは排他的なカテゴリではない
。このようにカテゴリは、データを分別し得る仕切りであれば、広い範囲のものを用いる
ことが可能である。
【０１１９】
　このような実施形態１によれば、画像や音楽やテキストといった異なるカテゴリのデー
タを、同様の操作性で統一的に管理することが可能となるために、良好な操作性のデータ
管理装置となる。
【０１２０】
　そして、仮置きエリア３３は、タイトルリスト３５に対比可能に配置されるために、こ
の仮置きエリア３３に仮置きしたタイトル情報を常に容易に確認することができる。この
とき、画像データについては、タイトル情報にサムネイル画像を含むようにしたために、
画像データを一目瞭然に確認することが可能となる。
【０１２１】
　従って、多数のデータの中から特定のデータを管理する際の、優れたインタフェースを
提供することが可能となる。
【０１２２】
［実施形態２］
　図１８から図２４は本発明の実施形態２を示したものであり、図１８はカメラの構成を
示すブロック図である。
【０１２３】
　この実施形態２において、上述の実施形態１と同様である部分については同一の符号を
付して説明を省略し、主として異なる点についてのみ説明する。
【０１２４】
　この実施形態２は、上述した実施形態１に示したようなデータ管理装置を備えたカメラ
についての実施形態となっている。
【０１２５】
　このカメラ１１は、図１８に示すように、図１に示したデータ管理装置１と同様に、制
御部２と、表示部３と、操作部４と、一時記憶部５と、ＲＯＭ６と、保存用記録部７と、
画像処理部８と、画面作成部９と、音声処理部１０と、通信部１５と、インタフェース（
Ｉ／Ｆ）１６と、を備えるとともに、さらに、レンズ部１２と、撮像素子１３と、撮像部
１４と、スピーカ２０と、を備えて構成されたものとなっている。
【０１２６】
　ここに、操作部４は、表示部３の画面上に設けられたタッチパネルを含んで構成されて
いる。
【０１２７】
　また、レンズ部１２は、被写体の光像を結像するための光学系である。
【０１２８】
　撮像素子１３は、レンズ部１２により結像された被写体光像を光電変換して電気的なア
ナログの画像信号を出力するものである。
【０１２９】
　撮像部１４は、撮像素子１３から出力されるアナログの画像信号に各種のアナログ信号
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処理を行った後に、デジタルの画像データに変換して出力するものである。
【０１３０】
　また、本実施形態の画像処理部８は、この撮像部１４から出力される画像データに各種
のデジタル信号処理も行うものとなっている。
【０１３１】
　さらに、本実施形態においては、保存用記録部７は、例えばメモリカード等として構成
されている。
【０１３２】
　そして、上述した実施形態１においては、スピーカ２０はデータ管理装置１の外部に設
けられていたが、本実施形態においては、カメラ１１に内蔵されたものとなっている。
【０１３３】
　次に、図１９から図２４を参照して、カメラ１１の表示部３における管理画面について
説明する。なお、これら図１９から図２４は、処理モードの管理画面の例を示しているが
、このカメラ１１を編集モードに設定することももちろん可能である。
【０１３４】
　図１９は、カメラ１１の管理画面において、ある写真のタイトル情報３６をタイトルリ
スト３５から仮置きエリア３３にコピーするときの様子を示す図である。
【０１３５】
　表示部３に表示される管理画面３１には、上述した実施形態１と同様に、一覧エリア３
２と、仮置きエリア３３とが、対比可能となるように配置されている。
【０１３６】
　一覧エリア３２には、タイトルリスト３５が表示されるようになっている。なお、本実
施形態のカメラ１１では、一覧エリア３２にはモードボタン３４が表示されていないが、
これはカメラ１１に設けられている表示部３が比較的小型であるためであり、もちろんモ
ードボタン３４も表示するようにしても構わない。
【０１３７】
　タイトルリスト３５には、写真のカテゴリに属する画像データの内容を示すタイトル情
報３６が配列して表示されている。このタイトルリスト３５の例えば上側および下側には
スクロールアイコン３７が表示されていて、このスクロールアイコン３７を上述した操作
部４のタッチパネルを介して操作することにより、表示するタイトル情報３６を上または
下へスクロールすることができるようになっている。
【０１３８】
　また、仮置きエリア３３は、上述した実施形態１と同様に、タイトルリスト３５に表示
されている複数のタイトル情報３６の内の、所望のタイトル情報３６を仮置きするための
エリアである。この仮置きエリア３３内の例えば上部には、処理選択領域３８が表示され
ている。本実施形態においては、この処理選択領域３８内に、転送処理を選択するための
転送チェックボックスと、プリント予約の処理を選択するためのプリント予約チェックボ
ックスと、消去の処理を選択するための消去チェックボックスと、が表示されている。
【０１３９】
　そして、この図１９に示す例においては、タイトルリスト３５には、「写真１」～「写
真６」のタイトル情報３６が、上述したように、サムネイル画像として表示されている。
【０１４０】
　このような状態で、「写真２」のタイトル情報３６と、「写真３」のタイトル情報３６
とが、操作部４のタッチパネルを用いてドラッグアンドドロップ操作することにより、タ
イトルリスト３５から仮置きエリア３３にコピーされている。
【０１４１】
　仮置きエリア３３のタイトル情報３６は、図示の例ではタイトルリスト３５のタイトル
情報３６よりもやや表示サイズが小さいものの、上述と同様にサムネイル画像となってい
る。
【０１４２】
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　次に、図２０は、カメラ１１の管理画面において、タイトルリスト３５をスクロールし
た後に、他の写真のタイトル情報３６をタイトルリスト３５から仮置きエリア３３にコピ
ーするときの様子を示す図である。
【０１４３】
　上述したような図１９に示した状態において、スクロールアイコン３７を操作すること
により、タイトルリスト３５を１画面分スクロールすると、「写真７」～「写真１２」の
タイトル情報３６がサムネイル画像として表示される。
【０１４４】
　タイトルリスト３５と仮置きエリア３３とは対比可能となるように配置されているため
に、このような操作を行うことにより、番号の離れた写真を同時に観察して比較すること
が容易に可能となる。
【０１４５】
　そして、この図２０に示す例においては、「写真９」のタイトル情報３６と、「写真１
２」のタイトル情報３６とが、タイトルリスト３５から仮置きエリア３３にコピーされて
いる。
【０１４６】
　続いて、図２１は、カメラ１１の管理画面において、仮置きエリア３３内の写真のタイ
トル情報３６を指定してプリント予約を行ったときの様子を示す図である。
【０１４７】
　仮置きエリア３３が図２０に示したような状態になったところで、仮置きエリア３３の
「写真３」のタイトル情報３６をタッチパネル上でタップすることにより、該「写真３」
のタイトル情報３６により示されるデータを選択する。このときには、選択されたタイト
ル情報３６がハイライト表示等され、選択されていることを一目で確認することができる
ようになっている。
【０１４８】
　その後に、処理選択領域３８のプリント予約チェックボックスにチェックを入れること
により、処理制御部２ｂの制御に基づいて、「写真３」のタイトル情報３６により示され
る画像データのプリントが予約される。このプリント予約とは、カメラ１１がプリンタ２
１に接続されたときに、プリント予約された写真が自動的にプリントされるというもので
ある。なお、このプリント予約を、いわゆるＤＰＯＦ（Digital Print Order Format）に
よる予約であるとしても構わない。
【０１４９】
　また、図２２は、カメラ１１の管理画面において、仮置きエリア３３内の写真のタイト
ル情報３６を指定することなくプリント予約を行ったときの様子を示す図である。
【０１５０】
　このときには、図２１を参照して説明した例と異なり、仮置きエリア３３内に仮置きさ
れているタイトル情報３６が示すデータの内の、プリント予約の対象となり得るデータが
全て処理対象として自動的に選択され、ハイライト表示等が行われる。そして、処理制御
部２ｂの制御に基づいて、選択された画像データのプリント予約が行われる。
【０１５１】
　次に、図２３は、カメラ１１の管理画面において、仮置きエリア３３内のタイトル情報
３６をスクロールするときの様子を示す図である。
【０１５２】
　仮置きエリア３３内に仮置きされたタイトル情報３６が多くなると、一度に表示するこ
とができなくなるために、このときには、仮置きエリア３３内のタイトル情報３６をスク
ロールすることが可能となっている。このスクロール操作は、操作部４の上述したタッチ
パネルを介して行うことが可能である。
【０１５３】
　続いて、図２４は、カメラ１１の管理画面において、仮置きエリア３３内のタイトル情
報３６を指定して転送チェックボックスにチェックを入れたときの様子を示す図である。
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【０１５４】
　仮置きエリア３３が図２０に示したような状態になったところで、仮置きエリア３３の
「写真２」のタイトル情報３６および「写真９」のタイトル情報３６をタッチパネル上で
タップすることにより、これら「写真２」のタイトル情報３６により示されるデータおよ
び「写真９」のタイトル情報３６により示されるデータを選択する。このときに、選択さ
れたタイトル情報３６がハイライト表示等されるのは上述した通りである。
【０１５５】
　その後に、処理選択領域３８の転送チェックボックスにチェックを入れることにより、
処理制御部２ｂの制御に基づいて、「写真２」のタイトル情報３６により示される画像デ
ータと、「写真９」のタイトル情報３６により示される画像データと、が通信部１５およ
びインタフェース１６を介して、外部装置へ転送される。
【０１５６】
　また、特に図示はしないが、仮置きエリア３３内のタイトル情報３６を指定して処理選
択領域３８の消去チェックボックスにチェックを入れた場合には、写真消去の是非の確認
を行った後に、選択されたタイトル情報３６により示される画像データが消去される。
【０１５７】
　同様に、仮置きエリア３３内のタイトル情報３６を指定をすることなく処理選択領域３
８の消去チェックボックスにチェックを入れた場合には、仮置きエリア３３内のタイトル
情報３６により示される画像データが全て選択されて、写真消去の是非の確認を行った後
に、選択されたタイトル情報３６により示される画像データが消去される。
【０１５８】
　さらに、図示はしないが、上述した実施形態１においてデータ管理装置１により行われ
たデータ管理は、このカメラ１１においても同様に行うことが可能である。従って、例え
ば曲の音楽再生や、インターネット上のホームページの閲覧なども同様に行うことができ
る。
【０１５９】
　このような実施形態２によれば、カメラにおいて、上述した実施形態１のデータ管理装
置とほぼ同様の効果を奏することができる。従って、画像データだけでなく音楽データや
テキストデータなども混在して取り扱うことができるカメラにおいて、画像と、この画像
とは異なるカテゴリの例えば音楽と、を同様の画面により同様の操作性で管理することが
可能となり、いわゆるマルチメディアに対応した操作性の良いカメラとなる。
【０１６０】
　そして、カメラにデータ管理装置を適用した場合には、番号の離れた写真を容易に比較
することが可能になる点が、大きな利点となる。
【０１６１】
　なお、上述では、主としてデータ管理装置、あるいはこのデータ管理装置が適用された
カメラについて説明したが、上述したような技術をデータ管理方法に適用することも可能
であるし、データ管理プログラムによりこのデータ管理方法をコンピュータに実行させる
ようにしても良い。
【０１６２】
　また、本発明は上述した実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化することができる。また、上記実施
形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成する
ことができる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除して
も良い。さらに、異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせても良い。このよう
に、発明の主旨を逸脱しない範囲内において種々の変形や応用が可能であることは勿論で
ある。
【産業上の利用可能性】
【０１６３】
　本発明は、タイトル情報により示されるデータを管理するためのデータ管理装置、カメ
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ラ、データ管理プログラム、データ管理方法に好適に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１６４】
【図１】本発明の実施形態１におけるデータ管理装置の構成を示すブロック図。
【図２】上記実施形態１における編集モードの音楽モードにあるデータ管理装置において
曲のタイトル情報を仮置きエリアにコピーするときの管理画面の様子を示す図。
【図３】上記実施形態１における編集モードの音楽モードにあるデータ管理装置において
曲のタイトル情報を仮置きエリアにコピーした後の管理画面の様子を示す図。
【図４】上記実施形態１における編集モードの音楽モードにあるデータ管理装置において
タイトルリストをスクロールした後の管理画面の様子を示す図。
【図５】上記実施形態１における編集モードの写真モードにあるデータ管理装置において
写真のタイトル情報を仮置きエリアにコピーするときの様子を示す図。
【図６】上記実施形態１における編集モードのウェブモードにあるデータ管理装置におい
てアドレス、画像、およびテキストの各タイトル情報を仮置きエリアにコピーするときの
様子を示す図。
【図７】上記実施形態１における編集モードの音楽モードにあるデータ管理装置において
仮置きエリアから画像のタイトル情報をタイトルリストへ移動するときの管理画面の様子
を示す図。
【図８】上記実施形態１における編集モードの写真モードにあるデータ管理装置において
仮置きエリアから画像のタイトル情報および写真のタイトル情報をタイトルリストへ移動
するときの管理画面の様子を示す図。
【図９】上記実施形態１における処理モードの音楽モードにあるデータ管理装置において
曲のタイトル情報を仮置きエリアにコピーするときの管理画面の様子を示す図。
【図１０】上記実施形態１における処理モードの写真モードにあるデータ管理装置におい
て写真のタイトル情報を仮置きエリアにコピーするときの管理画面の様子を示す図。
【図１１】上記実施形態１における処理モードのウェブモードにあるデータ管理装置にお
いてアドレス、画像、テキストの各タイトル情報を仮置きエリアにコピーするときの管理
画面の様子を示す図。
【図１２】上記実施形態１における処理モードにあるデータ管理装置において仮置きエリ
アの処理選択領域でプリントアウトの処理をチェックしたときの様子を示す図。
【図１３】上記実施形態１における処理モードにあるデータ管理装置において仮置きエリ
アの処理選択領域で再生の処理をチェックしたときの様子を示す図。
【図１４】上記実施形態１における処理モードにあるデータ管理装置において仮置きエリ
アの処理選択領域でリミックスの処理をチェックしたときの管理画面の様子を示す図。
【図１５】上記実施形態１における処理モードにあるデータ管理装置において仮置きエリ
アの処理選択領域でリミックスの処理をチェックしさらにテンプレートを選択したときの
管理画面の様子を示す図。
【図１６】上記実施形態１のデータ管理装置における編集モードの処理を示すフローチャ
ート。
【図１７】上記実施形態１のデータ管理装置における処理モードの処理を示すフローチャ
ート。
【図１８】本発明の実施形態２におけるカメラの構成を示すブロック図。
【図１９】上記実施形態２のカメラの管理画面において、ある写真のタイトル情報をタイ
トルリストから仮置きエリアにコピーするときの様子を示す図。
【図２０】上記実施形態２のカメラの管理画面において、タイトルリストをスクロールし
た後に、他の写真のタイトル情報をタイトルリストから仮置きエリアにコピーするときの
様子を示す図。
【図２１】上記実施形態２のカメラの管理画面において、仮置きエリア内の写真のタイト
ル情報を指定してプリント予約を行ったときの様子を示す図。
【図２２】上記実施形態２のカメラの管理画面において、仮置きエリア内の写真のタイト
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ル情報を指定することなくプリント予約を行ったときの様子を示す図。
【図２３】上記実施形態２のカメラの管理画面において、仮置きエリア内のタイトル情報
をスクロールするときの様子を示す図。
【図２４】上記実施形態２のカメラの管理画面において、仮置きエリア内のタイトル情報
を指定して転送チェックボックスにチェックを入れたときの様子を示す図。
【符号の説明】
【０１６５】
　　１…データ管理装置
　　２…制御部
　　２ａ…表示制御部
　　２ｂ…処理制御部
　　３…表示部
　　４…操作部
　　５…一時記憶部
　　６…ＲＯＭ
　　７…保存用記録部
　　８…画像処理部
　　９…画面作成部
　１０…音声処理部
　１１…カメラ
　１２…レンズ部
　１３…撮像素子
　１４…撮像部
　１５…通信部
　１６…インタフェース
　２０…スピーカ
　２１…プリンタ
　２２…ネットワーク
　２３…プロバイダ
　３１…管理画面
　３２…一覧エリア
　３３…仮置きエリア
　３４…モードボタン
　３４ａ…音楽モードボタン
　３４ｂ…写真モードボタン
　３４ｃ…ウェブボタン
　３５…タイトルリスト
　３５ａ…サブカテゴリ区分線
　３６…タイトル情報
　３７…スクロールアイコン
　３８…処理選択領域
　３９…テンプレート選択用ボックス
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